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1．はじめに
　古代エジプト史研究の黎明期から現在に至るまで、
古代エジプト人の来世観や死生観の究明は常に衆目を
集める対象であった。死者とともに墓に納められた絢
爛豪華な副葬品や、墓や神殿に残された鮮明な図像、
あるいはパピルスやレリーフに記された多彩な内容の
銘文など、さまざまな史資料の研究が行われ、古代エ
ジプト人が来世での再生復活を強く願っていたことが
明らかとなった。しかし、これらの多くの情報を提供
した墓の被葬者は、王や王族、高官といった上位の社
会階層の人びと（エリート層）であった。つまり、人
口比率では少数の人びとの墓の調査から導かれた来世
観や、あるいは生活様式などが「古代エジプト人」の

ものとして一般化されてきたのである。このような定
説は見直されつつあるとはいえ、それでもなお、農業
を生業とする大多数を占める民衆が暮らしていた集落
址や墓地の調査数は多いとは言えない。加えて、彼ら
の墓は概して簡素であり、副葬品も少ないため、彼ら
がどのような来世観を抱いていたのかを読み取ること
は難しい。
　こうしたなかで、エジプト中部のナイル河東岸に位
置するアコリス（Akoris）遺跡の南区では前 12〜前
7 世紀頃の集落址が検出された（PR AKORIS 2002
以降）1）。古代エジプトの時代区分では新王国時代か
ら末期王朝時代にかけての時期にあたり、集落活動が
最も活発であったのは新王国時代末から第 3 中間期に
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tombs of common people in the Third Intermediate Period. The most significant characteristic of 
their presence was their positioning, placed under or around the head of the deceased. It is highly 
possible that the footwear represents a substitute for the headrest, which play not only the role of an 
amulet, but also a symbol of the rising and setting of the sun. This suggests that the footwear from 
Akoris were buried with a prayer for ritual purity, represented an amulet against an evil and 
reflected a hope for eternal life.
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かけてのことと考えられる。南区の集落に暮らした人
びとは簡素な住居に暮らしながら農業や漁業を生業と
し、時には手工品製作を行い、さらには遠方との交
易・交流を行っていた庶民層であった。
　彼らの信仰に目を向けると、アコリスの都市神はワ
ニの頭をもつソベク神であったが2）、南区で出土する
護符に表された神々はパタイコスやベスなどの下級の
神々が目立つ。セクメトやイシス、ハトホルなど国家
的な信仰を集めた女神の護符も多く、ファイアンス製
セクメト女神像用の土製鋳型も出土している。一方
で、神々の姿を同定できない粗雑な護符も珍しくな
く、木棺に描かれた神々の図像も稚拙である。また、
護符や木棺に記された銘文は、意味を為さない記号化
した文字列であることが多い。加えて、豊饒祈願や悪
夢除けの機能を持っていたと推定されるコブラ形土製
品や（Szpakowska 2003, 2011; 花坂 2011; Hanasaka 
2012）、他に類例がない、頭部を意図的に破壊した民
間信仰の存在を想起させる土製ヒト形小像も存在する

（花坂 2009; Hanasaka 2014）3）。これらのことから、
南区に暮らした人びとの信仰は、国家的な信仰や神学
体系から完全に隔絶されてはいないものの、その知識
は乏しく、家庭の安全や子供の健康的な生育、穀物の
豊穣など、現世利益的な願いを第一義とするもので
あったと言えよう。
　活発であった庶民の集落活動も第 3 中間期中頃にな
ると停滞してくる。南区は寒村となり、放棄された住
居の壁沿いや穀物倉庫のなかに墓が造られ、一帯が墓
域としても利用されるようになった。それらの墓は装
飾のない簡素な土坑墓であり、副葬品を伴った例は多
くない。しかし、主要な副葬品として、同時期の他遺
跡には類例の少ない皮革製のサンダルやブーツ（ク
ツ）が含まれる点に特徴がある。さらに、それらの履
物の出土位置が頭部付近に集中していることが特筆さ
れる。そこで本稿では、副葬品としての履物の象徴性
と、アコリス遺跡南区の埋葬形態から導かれる、庶民
が抱いていた死生観・来世観の一端を明らかにするこ
とを目的とする。

2．アコリス遺跡南区の庶民の埋葬形態
　アコリス遺跡南区でこれまでに検出された墓のう
ち、被葬者の年齢と性別の双方が不明なものを除くと
82 基が挙げられる4）。墓室にヴォールト天井を架けた
墓や、日乾レンガの外郭を備えた墓も検出されたが、
外部構造を備えた例はごくわずかである。ほとんどの
墓は浅く掘った墓坑に「棺」を直接安置しただけの簡
素な土坑墓である。また、複数体分の人骨が散乱して
いた土坑もあるが、被葬者が一人だけの単葬墓を基本
とする。

　被葬者の年齢と性別に注目すると（表 1）、20 歳以
上の成人被葬者が 82 例中 27 例（32.9％）、10 代が 6
例（7.3％）であるのに対し、10 歳以下の子供は 49
例（59.8％）を数え、全体の 6 割を子供の墓が占めて
いる。なかでも、新生児や 3 歳未満の乳幼児の墓は
32 基を数える。乳幼児の墓は南斜面に集中する傾向
にあり、「集落内埋葬」が行われていた可能性が指摘
されている（Tsujimura 2014; 和田 2018）。古代エジ
プトにおいて、乳幼児や子供を対象とする「集落内埋
葬」は珍しいものではなく、エレファンティネ

（Elephantine）、ラフーン（Lahun）、テル・エル＝
ア マ ル ナ（Tell el-Amarna）、 デ イ ル・ エ ル＝ メ
ディーナ（Deir el-Medina）など、これまでに本格
的な調査が行われてきた古代エジプトの都市・集落遺

表 1　被葬者の年齢・性別

表 2　棺の種類

表 3　被葬者の頭位と棺種
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跡では、いずれでも確認されている（和田 2018）。
　ところで、アコリス遺跡では岩山の四方を取り囲む
ように、さまざまな時代の墓が造営された。南区の墓
域と同時代の別の墓域として、岩山西側（西区）の岩
窟シャフト墓群が挙げられる。西区の墓群は古王国時
代に起源を持つが、ほとんどの墓が古代に盗掘を受け
ており、精確な年代を決めることは難しい。しかし、
シャフト壁面に残る工具痕や出土遺物から、多くの墓
が第 3 中間期から末期王朝時代に再利用されたと考え
られる。検出された計 34 体分の人骨は、成人男性が
15 体、成人女性が 12 体、子供が 7 体であり、新生児
は含まれない（Tsujimura 2014）。すべてが第 3 中間
期のものではないが、南区と西区の被葬者の年齢層に
明確な差異が認められることから、南区が子供用、西
区が大人用の墓域であった可能性がある。
　南区の墓域に論を戻すと、そこで使用された棺は、
その種類が不明な墓を除く 74 例中、人形木棺が 29 例

（39.2％）、箱形木棺が 17 例（23.0％）を数える（表
2）。特に 10 代以降の被葬者に限ると、そのほとんど
が人形木棺に納められている。新王国時代第 20 王朝
から第 3 中間期第 21 王朝にかけて、テーベ（Thebes）
のエリート層の間では被葬者のために壮麗な墓室を造
ることを止め、前代までの墓を再利用した集団埋葬へ
と変化したことが知られている。これに伴い、個人を
区別する唯一の副葬品となった人形木棺の重要性が高
まったことが指摘されている（Cooney 2011）。ただ
し、アコリス遺跡南区における人形木棺の使用率の高
さが、このようなテーベ地域の埋葬形態の変化の影響
を受けたものであるかは定かではない。
　新王国時代のラメセス朝から第 3 中間期にかけての
人形木棺は「イエロー・コフィン」と呼ばれ、下地が

黄色く塗られ、ニスが上塗りされている点が特徴の一
つである（Niwinski 1988; Taylor 1989, 2003; Aston 
2009 など）。新王国時代の文字史料によると、装飾内
容によって価格は大きく異なっていたようだが、副葬
品として一般的であったシャブティ像やカノポス壺、
護符、サンダルなどに比べると、人形木棺は非常に高
価な葬送用品であった（Janssen 1975; Cooney 2011）。
アコリスのような地方の中小集落の一般庶民が所有す
る葬送用品として、費用の嵩む人形木棺はふさわしく
ないように思われる。しかし、南区で出土した人形木
棺のなかには「イエロー・コフィン」の特徴を有した
例があるものの（Uchida 2016）、薄い黄色の下地の
上にニスが塗られておらず、テーベ地域のものとは比
較にならないほど簡素な造作である。装飾はおしなべ
て乏しく、髪の毛や眼などの一部だけが黒色で彩色さ
れた人形木棺（単彩色）や（図 1-1）、なかには下地
さえ塗られていない無垢材のままの木棺もある。水色
や赤色などの顔料を使って装飾した木棺もあるが（多
彩色）、その神々の描写は稚拙であり、記された文字
列も文法的に意味を為さない（図 1-2）。これは南区
に暮らした人びとの識字率の低さを物語っており、同
時に木棺を製作した工人も伝統的な神々の姿や文法体
系に精通していなかったことを示している。このよう
に、アコリス遺跡南区で出土する人形木棺は、装飾や
仕上げを省略した庶民用の安価な製品であったと考え
られる。
　一方で、10 歳以下の被葬者の埋葬形態を見ると

（表 2）、3 歳未満の新生児や乳幼児は土器棺に（図
1-3）、3 歳から 10 歳までの子供は箱形木棺に納めら
れている比率が高い（図 1-4）。子供の「棺」は多様
性に富んでおり、植物を編んだマットや把手付きの植

図 1　多様な庶民の「棺」
1．人形木棺（2018-2 号墓）　2．木棺に描かれた神々（2004-1 号墓）　3．土器棺（2018-5 号墓）　4．箱形木棺（2017-
3、4 号墓）　5．マット包み（2018-1 号墓）　6．ヨシ／ハルファを使った「棺」（2016-6A 号墓）

1 2 3

4 5 6
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物製の籠（図 1-5）、ヨシ（reed）5）やギョリュウ属樹
木（Tamarix）の枝などで遺体を「簀巻き」にした
埋葬例がある。また、類例があまりない「棺」とし
て、ヨシまたはハルファ（Desmostachya bipinnata
または Imperata cylindrica）のような植物を折り
曲げて方形とし、それらを水平方向に積み重ねて箱状
にした蓋付きのものがある（図 1-6）。このように、
身近にあるさまざまな植物を「棺」として利用してい
る点は、南区に暮らした庶民の埋葬形態の特徴の一つ
と言える。
　また、被葬者の頭位方向は、新王国時代になると前
代までの北向きから西向きへと変化し、非エリート層
の土坑墓では北と西に二分され、さらに南向きと東向
きも相当数が存在するという（Raven 2005; Kemp 
2007; 和田 2008）。第 3 中間期のアコリス遺跡南区に
おいても、西向きの頭位が半数近くを占めるものの、
残りはすべての方位に大差なく見られる（表 3）。続
く末期王朝時代からプトレマイオス朝にかけてのサッ
カラ（Saqqara）における単純埋葬（土坑墓）で
は、7 割以上が西を向くと言う（米山 2019）。した
がって、アコリス遺跡南区の墓域は、西向きの頭位が
庶民の間でも標準化する移行期にあったことが窺え
る。あるいは、庶民層は頭位方向に深い注意を払って
いなかった可能性もある。
　南区で副葬品を伴う墓は 82 基中 15 基（18.3％）で
ある（表 1）。被葬者の年齢別に見ると、7 歳から 10
歳の子供が 5 例とやや多いが、残りは乳幼児から 30
代まで 1〜3 例ずつ満遍なく分布している。また、男
性が 4 例、女性が 5 例、不明が 6 例と性差にも偏りは
ない。副葬品を伴った墓の「棺」の種類を見ても、人
形木棺が 7 例、箱形木棺が 5 例、土器棺、水際の植物

（ヨシ属の簀巻き）、その他（ギョリュウ枝の簀巻き）
が 1 例ずつである（表 2）。つまり、副葬品の所有の
有無と、墓の諸要素との間には、明確な関連性や特徴
を見出すことはできない。一方で、副葬品の種類は
はっきりとした傾向を指摘できる。すなわち、15 基
中 10 基の墓で履物が見つかったことであり、そのう
ち 6 基では履物だけが副葬されていた。ただし、同時
代の西区の墓域では、副葬品を伴う墓はほとんどな
く、履物も見つかっていないため、第 3 中間期のアコ
リス全体における副葬品の特徴とは言えず、南区の墓
域に限定される特徴となる。

3．履物を伴う埋葬
3-1．通時的概要
　古代エジプトの履物はサンダルとブーツ（クツ）に
大別される6）。サンダルはいわゆるビーチサンダルや
草履のように、足の親指と人差し指の間に前緒を挟

み、Y 字または T 字のストラップ（横緒）で足甲を
押さえる構造である。皮革製サンダルの場合には、加
えて踵ストラップが付属する。王朝時代の皮革製サン
ダルの最大の特徴は、これらのストラップを結び付け
るために踵部の側面に切り込みを入れて「耳」を作っ
ている点にある。こうした「耳付きサンダル」は王朝
時代を通じて変わることがなかった。一方、ブーツは
新王国時代になって登場し、足全体を覆うアッパー

（甲革）を「ステッチダウン製法」でソールに縫い合
わせたシンプルな作りであった7）。古代エジプトの
アッパーを備えた履物のほとんどが、踝丈の高さのア
ンクルブーツやショートブーツと呼べる形状をしてい
る。ソールとアッパーだけからなる現代の靴の製法に
近似したブーツ（現代型ブーツ）のほかにも、耳や前
緒などの王朝時代のサンダルの要素を残した中間形態
のブーツもあった（Hanasaka 2017）。また、足の一
部だけをアッパーが覆うスリッパや、「Open shoes

（OP クツ）」と呼ばれる特殊な種類も知られている8）。
　素材は皮革製、植物製、木製、金属製がある。サン
ダルはすべての素材で作られたが、ブーツは皮革製の
み、OP ク ツ は 皮 革 製 と 植 物 製 が 知 ら れ て い る

（Veldmeijer 2009b, 2009c）。アコリス遺跡では皮革
製のサンダルとブーツ、および植物製のサンダルと
OP クツが出土している（花坂 2005; Hanasaka 2010
など）9）。
　古代エジプトにおける履物の副葬の起源は定かでは
ない。イタリアのトリノ美術館に所蔵されている、先
王朝時代ナカダ I（Naqada I）期のジェベレイン

（Gebelein）遺跡出土とされるサンダルは、墓から出
土した蓋然性が高い10）。確実な例としては、初期王朝
時代第 1 王朝のサッカラ遺跡 3504 号墓から 3 組の皮
革 製 サ ン ダ ル が 見 つ か っ て い る（Emery 1954: 
18）11）。それらの大きさは 25 cm ほどを測り、着装す
るのに十分な大きさではあるが、ソールが 1 層の薄い
ものであるため、実用には適していない。なお、王朝
時代のサンダルの特徴である耳はまだ見られない。古
王国時代の貴族墓のレリーフには耳付きのサンダルを
履いた人物がしばしば描かれているが、当該期の履物
の副葬例はほとんど知られていない。中王国時代に並
行するパン・グレーブ（Pan-Grave）文化期の遺跡
やケルマ（Kerma）遺跡などのヌビア系からの出土
例を除くと、次に皮革製のサンダルまたはブーツの副
葬例が多く報告されるようになるのは新王国時代のこ
とである。
　第 1 中間期から中王国時代にかけては、皮革製に代
わり、木製の模造サンダルの副葬が流行していた（図
4-2）。木の板をサンダルのソール形に切り出した木製
模造サンダルは、長さ（高さ）5 cm ほどの木片を挿
し込んで前緒および耳を模し、その先端に帯状の布や
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皮革を挟んでストラップを象っている。耳や踵スト
ラップを表現していることから、皮革製サンダルを模
したものだと考えられる。木製模造サンダルは、成人
男性の平均的な足のサイズに近い 25 cm ほどの長さ
を測るものが多いが、実際に着装して歩行するには適
しておらず、副葬用に特別に準備されたものであっ
た。木製模造サンダルの出土例が再び増加するプトレ
マイオス朝期のものは緑色や黄色の多彩色で塗色され
た例が多いが、第 1 中間期から中王国時代の木製模造
サンダルは、ソールの全面あるいは周縁部が白く塗色
されていることが最大の特徴となっている。
　木製模造サンダルは比較的類例が多く、中王国時代
の未盗掘墓に限っても、7 遺跡 13 件の埋葬（12 基の
墓）からの出土例が知られている（Podvin 2000）。
サンダルの出土位置は、棺蓋の上、棺の内側、被葬者
の 足 元 の 3 つ に 大 別 す る こ と が で き る（Hayes 
1990a; Podvin 2000）。棺蓋の上にある場合でも、多
くは棺の末端から見つかっているため、木製模造サン
ダルは被葬者の足元やそれに対応する位置に置かれる
ことが通例であったと考えられる。また、中王国時代
の箱形木棺は「コフィン・テキスト」などの銘文とと
もに、容器、枕や鏡などの常用品、装身具など、葬送
儀礼で必要とされる器物を描いた「オブジェクト・フ
リーズ」と呼ばれる装飾帯で飾られていることがある

（Jéquier 1921; Willems 1988; 山崎 2014）12）。そこに
描かれた器物も実際の機能を反映しており、枕や鏡は
頭部側に、サンダルは足元側に描かれていることが多
い。
　新王国時代になると木製模造サンダルは姿を消し、
再び皮革製のサンダルとブーツが副葬され、植物製サ
ンダルも数多く納められた。トゥトアンクアモン

（Tutankhamun）王墓からは皮革製、植物製、金製
のサンダル、あるいは皮革を素地として、ソールに木
片を挟み、ビーズや金で装飾した混交素材の OP ク
ツ な ど 80 点 以 上 が 出 土 し て い る（Veldmeijer 
2010a）13）。また、トゥトアンクアモンの曽祖父母にあ
たるユヤとトゥヤ（Yuya and Tuyu）の墓からも、
植物製を中心とした 20 点ほどのサンダルが見つかっ
た。これほど多数の履物が出土するのは王族の墓に限
られるが、ルクソール西岸の多くのエリート層の墓に
も 1〜4 点の皮革製履物が副葬されていた。高価な木
棺を準備できず、前代のものを再利用せざるを得ない
経済状況であっても、化粧用具、杖、サンダルや衣
服、食糧貯蔵容器などの私的な常用品は準備すること
ができたとされる（Smith 1992）。現在、博物館や美
術館に収蔵されている皮革製のサンダルやブーツのな
かには来歴が不明瞭なものも多いが、その形状や製作
技法、赤色や緑色に彩色した皮革を用いた装飾などか
ら、それらの多くは新王国時代から第 3 中間期に属す

る、墓の副葬品であったと考えられる。
　新王国時代における履物の出土位置に関する情報は
少ない。ルクソール西岸にある、ハトシェプスト

（Hatshepsut）女王治世の大家令であったセネンムト
（Senenmut）の墓の下層から、セネンムトの息子あ
るいは弟と目されているアメンホテプ（Amenhotep）
の墓が見つかっている。若くして死亡した被葬者の足
元には、長さ 19.8 cm の赤色皮革製のサンダルが置か
れていたという（Hayes 1990b: 188）14）。一方、テー
ベ西岸のアニ（Ani）の墓では、木製ベッドや枕など
の常用品が副葬されており、さまざまな化粧用具とと
もに赤色皮革製サンダルが化粧箱のなかに入れられて
いた15）。数多くの常用品が副葬される場合には、必ず
しも被葬者の足元には置かれず、他の常用品とともに
副葬されることもあったことが推測される。
　また、皮革製と植物製のほかに、新王国時代から第
3 中間期にかけて金属製の模造サンダルの副葬が流行
した。金製の指サックとともに、トゥトアンクアモン
王のミイラの足に装着された状態で発見された金製の
サンダルが著名であるが（Veldmeijer 2010a: fig. 1. 8）、
このほかにも第 18 王朝のトゥトモセ 3 世（Thutmose 
III）の外国出身の 3 人の妻（王妃）の墓や（Winlock 
1948; Lilyquist 2003）、タニス（Tanis）遺跡の第 21
王朝のプスセンネス 1 世（Psusennes I）や第 22 王朝
のシェションク 2 世（Sheshonq II）の王墓からも金
製のサンダルが出土している。また、王家の谷の 56
号墓で出土した銀製のサンダルもある（Davis 1908: 
44）16）。所有者が王や王族に限られることから見ても、
これらの金属製のサンダルは特別に準備された葬送用
品であったと考えられる。むろん、実際に着装して歩
行するものではなく、模造品であった。
　第 3 中間期に年代付けられるアコリス遺跡南区の墓
域では、副葬品が出土した 15 基の墓のうち 10 基に履
物が含まれていた。これを見る限り、第 3 中間期に
入っても依然として履物の副葬は一般的なことであ
り、むしろ他の製品よりも重視されていた印象さえ受
ける。ところが、報告書等が刊行されている 50 遺跡

（地域）ほどの 1000 件以上の埋葬を対象とした、第 3
中間期の埋葬形態や副葬品の組成を網羅的にまとめた
研究によれば、上記の金属製模造サンダルを除くと、
履物が副葬されていた埋葬はわずか 4 遺跡 13 件に留
まる（Aston 2009）17）。この 4 遺跡のうち、履物の出
土位置が言及されているのはマトマール（Matmar）
遺跡だけである。マトマール遺跡では、第 3 中間期の
非エリート層の埋葬が 542 件（519 基）検出され、そ
のうち副葬品として護符を伴うのは 194 件（35.8％）
である。アコリス遺跡南区の例（18.3％）と比べると
それほど低い割合とは言えないものの、履物が出土し
たのはわずか 4 件に過ぎない（Brunton 1948; Aston 
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2009; Humphreys 2010）。そのうち 3 件は膝や腿など
の脚部周辺から出土しており、残る 1 件は箱形木棺を
囲 む 日 乾 レ ン ガ の 外 郭 の 外 側 に 置 か れ て い た

（Brunton 1948: 90）。

3-2．アコリス遺跡南区の事例
　アコリス遺跡南区では副葬品を備えた墓が 15 基確
認されているが（表 4-1、4-2）、履物以外の副葬品や
その墓については別稿で取り上げているため詳述は割
愛する（花坂 2020）。概要だけを記すと、副葬品の多

くはガラス製やファイアンス製ビーズを使ったネック
レス、ブレスレット、リングなどの装身具、ファイア
ンス製護符などである。最も数多くの副葬品が出土し
た No. 15 の墓で見つかった、ミイラの胸の上に置か
れたハルファあるいはヨシの外皮で作った円盤状の植
物製品は、後述するように、南区では履物を伴う 2 基

（Nos. 1, 4）でも同一製品の破片が出土している18）。
　さて、履物が出土した 10 基の墓の被葬者は各年齢
帯に分布し、性別の偏りもなく、履物を所持する被葬
者に明確な特徴があるとは言い難い（表 4-1）。強いて

表 4-1　履物を伴う埋葬

表 4-2　他の副葬品のみを伴う埋葬
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挙げるとすれば、履物を伴う墓の被葬者は南区のなか
では年齢帯がやや高い層と言えるかもしれない。南区
では皮革工房址と住居址の双方から数多くのサンダル
やブーツが出土している（花坂 2004, 2005; Hanasaka 
2010, 2017）19）。そのサイズは大人用と言うべきもので
あり、乳幼児の足長に適した 12〜15 cm 程度の履物
は数点しか出土していない20）。第 3 中間期には庶民の
間でも履物の着用が広まっていたと言えるが、乳幼児
は履物を履く習慣はなかったと考えられ、よって彼ら
の墓に副葬されることもほとんどなかったことが窺わ
れる。
　以下で、履物が出土した 10 基の墓について、他の
副葬品を伴う墓（表 4-1; Nos. 1〜4）と、履物だけが
副葬された墓（表 4-1; Nos. 5〜10）に分けて、履物
の出土位置に注目しながら概要を記す21）。
　No. 1（2017－6 号墓）：棺蓋は土圧で潰れていた
が、多彩色の人形木棺に性別不明の 7〜8 歳の子供が
納められていた。亜麻布で巻かれたミイラの左側頭部
から左肩付近にかけて、元来は一つの製品であった植
物製サンダルの破片が散乱していた。植物製サンダル
の製作技法として一般的と言える、幅 1 cm ほどの帯
状の植物ヒモを菱四ツ目編みしてソールを作ってい
る22）。また、ミイラの頭部の下から皮革製の履物の破
片も出土した。遺存状態が非常に悪いが、縁辺部に
アッパーが残っているように見えるため、ブーツで
あったと推測される。上述した通り、円盤状の植物製
品の破片が木棺内の頭部側の先端から見つかった。赤
色と黒色（または緑色）に着色した幅 0.2 cm ほどの
植物帯が並んでおり、少なくとも赤色は 16 段、黒色
は 19 段が残る。

　No. 2（2018－4 号墓）：人形木棺の上に植物製マッ
トが掛けられていたが、棺蓋は完全に朽ち果てており、
棺身の遺存状態も非常に悪い。15〜16 歳の男性のミ
イラに巻かれていた亜麻布も朽ちており、骨が露出し
ていた。頭部の下から見つかった亜麻布に膠化した皮
革断片が付着していた。詳細は不明であるが、一部に
残る縫合の痕などから皮革製の履物であったことは確
実である。また、頭部付近からはファイアンス製ベス
像の護符と亜麻布製の小さな巾着袋が出土した。同様
の巾着袋は右前腕部付近からも見つかった。精確な分
析は行っていないが、前者の巾着袋にはブラックシー
ド（別名ブラッククミン；Nigella sativa L.）と思わ
れる種子が、後者にはクミン（Cuminum cyminum 
L. あるいはキャラウェイ；Carum carvi L.）と、少
量のコリアンダー（Coriandrum sativum L.）が
入っていた。3 種ともに現在も香辛料として使われる
強い香りを発する種子であり（Zohary et al. eds. 
2012: 163-165）、ミイラの悪臭を弱め、芳香を高める
目的で副えられていたのだろう。
　No. 3（2016－4 号墓）：亜麻袋で全体が包まれた
30 歳前後の女性被葬者が、完全に無垢の人形木棺に
納められており、木棺の下から赤色彩色皮革製の現代
型ブーツと植物製の OP クツが重なるように見つ
かった（図 2-1）。木棺の下、つまり墓坑基底部から
出土した唯一の例であり、その位置は頭部の真下にあ
たる。ブーツのアッパーとソールには当て革による補
修痕が残る（図 2-2）。また、尖った先端が反り返っ
ていたと思われる植物製 OP クツは先端が破損して
おり、前緒の付け根にも亜麻糸を巻いて補修してあ
る。また、ソールの表側、つまり足裏が接する面には

図 2　履物の副葬状況
1．木棺の下に置かれた履物（2016-4 号墓）　2．赤色皮革製ブーツ（2016-4 号墓）　3．ミイラ頭部下に置かれた履物

（2017-3 号墓）　4．ミイラ肩口に置かれた履物（矢印；2016-6B 号墓）　5．枝木の上に置かれた履物（矢印；2018-6 号墓）　
6．裁断された皮革製ブーツ（2018-6 号墓）

1 2 3

4 5 6

表 裏

➡

➡

➡
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うっすらと黒い痕が残っている。したがって、両者と
もに実際に着装された履物であったと考えられる。
　棺蓋の上や棺身の内部、あるいはミイラを包んだ亜
麻袋の上から副葬品は見つかっていない。しかし、X
線と CT スキャンによる解析の結果、紐に通したス
カラベを左手首に巻いていることが明らかとなった。
なお、この女性ミイラは脳、心臓、肝臓、肺が摘出さ
れていないことも分かっており、また、踵の骨の摩耗
が激しいため、日常的に重いものを運んでいたと推測
されている（Tsujimura 2018）23）。
　No. 4（2018－2 号墓）：黄色の下地に髪の毛などだ
けが黒く塗られた単彩色の人形木棺に、12〜13 歳の
女性被葬者が納められていた。棺蓋の上に赤色皮革製
の現代型ブーツと円盤状の植物製品が置かれていた

（図 1-1）24）。ブーツは両足ともにソール接地面側の踵
部が当て革によって補修または補強されている。右足
用は棺蓋上の中央付近に、左足用は棺蓋の上から滑り
落ちて、棺身の下に半分潜り込むように土坑との間に
挟まっていた。ただし、木棺の蓋が半分だけ壊され、
内部のミイラも動かされた形跡が残ることから、古代
に盗掘を受けたと思われる。その際に、棺の上に置か
れていたブーツが滑り落ちたか、あるいは、棺内に
あったブーツと植物製品がミイラとともに一旦取り出
された後、棺蓋の上に戻された可能性がある25）。ま
た、棺内のミイラの足元からタカラガイと銅または青
銅製の耳飾り（ピアス）が 1 点ずつ出土した。ミイラ
の左耳にピアス孔が開いていることから、耳飾りは盗
掘の際に耳から外れたものだろう。
　この墓から出土した円盤状の植物製品は直径 22.1 cm
を測る完形品である。ハルファあるいはヨシを細く裂
いた外皮を使った竹細工のような製作技法や、赤色と
黒色（または緑色）に着色した植物皮を含む点など
が、上述した他の 2 点の破片と共通しており、同一種
類の製品であることに疑いはない。素材や真円に近い
形状から団扇とも考えられるが、把手（持ち手）はな
く、編み込まれておらず耐久性がないため、団扇のよ
うに動かす使用法は適していない。本品よりも一回り
大きい類例は、所蔵先で「編み籠の蓋」と紹介されて
いたり、編み籠とともに展示されているが、出土した
遺構や状況は明らかではなく、その用途は定かではな
い26）。胸の付近に置かれていたことなどを勘案する
と、アコリス遺跡南区出土の本品は護符のような役割
を果たす製品であったと推察される。
　No. 5（2017－3 号墓）：箱形木棺に納められていた
被葬者は性別不明の 3〜4 歳児であった。その頭部の
下から赤色皮革製の現代型ブーツが出土した。左右と
もソール接地面が上を向き、踵がわずかに重なるよう
に置かれていた（図 2-3）。補修痕はなく、明確な使
用痕も見当たらないため、未使用品と思われる。上述

した通り、乳幼児は履物を着用していなかったと考え
られるので、本品は葬送用品として特別に準備された
と言える。
　No. 6（2007－2 号墓）：南区の北側斜面で検出され
た墓のなかで、履物が出土した唯一の例である。南斜
面の墓群に比べると時代がやや新しい可能性がある。
側板の痕跡や底板の形状から箱形木棺であったと分か
るが、棺蓋と側板はまったく残っていない。亜麻布が
外れ、前頭部の骨の一部が露出した被葬者は 8〜10 歳
の男児であり、皮革製ブーツが後頭部から首の下にか
けて置かれていた（図 4-3）。前緒と耳が残る、サン
ダルとの中間形態と呼べるこのブーツは、爪先の向き
を揃えて横並びに置かれていたが、左右の位置が反対
であり、右足用のブーツだけがソール接地面を上に向
けていた。当て革や再縫合による補修は施されておら
ず、細かい部位の残りも悪くないが、ソール接地面側
の縫合ヒモが擦り切れているようにも見えるため、未
使用品であるか、着装された常用品であるかの判断は
難しい。
　No. 7（2016－6B 号墓）：墓坑全体に粗い筵のよう
なものが掛けられていたが、人形木棺の側板の一部と
底板が残るのみで遺存状態は良くない。14〜15 歳の
男性被葬者の両肩の脇に皮革製ブーツが置かれていた

（図 2-4）。前緒と耳が残るブーツの左足用は顔に近い
左肩の横に、右足用は肩から腕の横に位置しており、
ソール接地面を上に向けていた。踵には補修用または
補強用の当て革が残る。
　No. 8（2010－5 号墓）：成人女性の右膝から脛の下
あたりから皮革製のサンダル片が出土した。人形木棺
に納められた被葬者の遺体には、元来から巻かれてい
なかったか、あるいは完全に朽ちてしまったため、亜
麻布はまったく残っていなかった。両脚は原位置から
動いていないように見えるものの、上半身の骨は散乱
していたため、皮革製サンダルが原位置を保っていた
かどうか疑わしい。また、亜麻布が付着しているた
め、この成人女性の副葬品ではない可能性もある。
　No. 9（2018－6 号墓）：この埋葬は薪を束ねるよう
に、20 本ほどのギョリュウ属樹木の枝と細い小枝で
ミイラを「簀巻き」し、4 か所をヒモで巻き留めてい
る。出土した皮革製ブーツは 8〜9 歳の性別不明の被
葬者に接しておらず、頭部付近の枝の上に置かれてい
た（図 2-5）。つまり、「棺上」に置かれていたと言え
る。前緒と耳が残る中間形態のブーツであり、アッ
パー同士を合わせて上下に重ね、ソール接地面を見せ
て置かれていた。補修痕は残らないが、縫合ヒモなど
がやや摩耗しているため、使用済みの常用品か未使用
品かの判断は難しい。他の製品に見られない特徴とし
て、右足用で 4 か所、左足用で 2 か所において、アッ
パーと 2 層ソールを重ねて一気に切断されている点が
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挙げられる（図 2-6）。このように意図的に使用を不
可能にした履物の出土例は皮革工房址や集落址からも
なく、裁断した理由は定かでない。
　No. 10（2016－7 号墓）：履物を伴う墓として外郭
構造を備えた唯一の例である。日乾レンガを縦向きに
土坑の内壁に並べ、その上に水平に寝かせた日乾レン
ガを重ねていた。ほとんど隙間なく安置された人形木
棺の上に筵が掛けられていたが、棺蓋は大きく破損し
ていた。20 代前半の男性被葬者のミイラの亜麻布も
ほとんど朽ちており、遺体が露出していた。前緒と耳
が残るが、アッパーはほとんど失われている皮革製
ブーツが、人形木棺の外側、右肩付近と外郭との間に
垂直方向に立てた状態で見つかった。

3-3．副葬品と常用品
　アコリス遺跡南区の墓域から出土した履物の点数
は、2 種類の履物が副葬されていた墓が 2 基あるた
め、10 基から計 12 点（足）となる（表 4-1）27）。内訳
は、皮革製サンダルが 1 点、皮革製ブーツが 7 点、植
物製サンダルが 1 点、植物製 OP クツが 1 点、種別
不明が 2 点である。南区全体で出土した皮革製履物の
うち、比較的遺存状態が良く、形状や製作技法の観察
が可能な製品だけでも 100 点ほどを数える。他遺跡と
比べ出土数が非常に多い点は、アコリス遺跡南区の集
落址の特徴の一つである。サンダルとブーツの出土比
率は 1 対 1 に近いため、副葬品としての履物はブーツ
の割合が高いと言える。
　副葬されていた 7 点の皮革製ブーツのうち 3 点は

（Nos. 3〜5）、赤色に彩色した皮革をアッパーに使っ
ている。ほとんどのブーツが植物タンニン鞣し法によ
る茶褐色を呈しているのとは対照的に、色鮮やかな
アッパーを備えたブーツは目を惹くため、明らかに装
飾的な効果を意識したものと考えられる。ただし、彩
色皮革を使った履物が副葬品として特別に準備された
製品とは限らない。No. 5 の子供用の赤色皮革製ブー
ツは未使用品であったが、No. 3 と No. 4 のブーツは
ソール接地面側の縫合ヒモが擦り切れていたり、ソー
ルやアッパーに当て革をして補修していた。つまり、

実際に着装されたことを意味しているからである。
　日々の生活のなかで使用された私物の常用品が副葬
されたのならば、履物のサイズは被葬者に見合ってい
ると推測される。そこで、現代日本人の平均的な足の
サイズを参照しながら、被葬者の年齢と性別における
足のサイズ（足長）と、副葬されていた遺存状態の良
い履物の大きさを照らし合わせてみる（日本皮革産業
連合会 2009, 2013）（表 4-1）。まず、No. 3 の被葬者
は 30 歳前後の女性で、副葬された皮革製ブーツの大
きさ（長さ）が 22.1／22.3 cm（左足／右足）である
のに対し、同年齢の現代日本人の足長のサイズは 22.0〜
24.0 cm が最も多い。以下、同様に「副葬された履物
の長さ（左足／右足）：同年齢・同性の現代日本人の
足長」を挙げていく。No. 4 は 20.5／20.9 cm：22.5〜
23.0 cm、No. 5 は 15.3／15.7 cm：〜16 cm、No. 6 は
20.0／19.5 cm：19.5〜21.5 cm、No. 7 は 24.6／25.1 cm：
24.5〜25.5 cm、No. 9 は 22.8／22.2 cm：19.5〜20.5 cm、
No. 10 は 23.6／－cm：24.5〜26.5 cm である。
　以上 7 例のうち No. 4 と No. 9 の 2 例は 2 cm ほど
開きがあるものの、推定される被葬者の足のサイズ
と、副葬された履物のサイズに大きな齟齬はないと言
える。むろん、現代日本人の統計データをそのまま古
代エジプト人に当てはまめることは問題があり、身長
や体重、環境や生活様式によっても足の大きさに差が
生じるだろう。しかし、南区で出土した、爪先から踵
までのソール全体が残る 60 点余りの皮革製の履物
は、サンダルの最小が 9.8 cm、最大が 26.1 cm、平均
19.3 cm、ブーツの最小が 9.1 cm、最大が 27.4 cm、
平均 21.1 cm であり、特定のサイズに集中することな
く、さまざまなサイズの履物が出土している（図
3）。つまり、自らの足のサイズにあった履物を選択す
ることができたはずである。このことからも、副葬さ
れた履物は被葬者の足のサイズに見合ったものであ
り、被葬者が生前に使用していた常用品が副葬された
と考えられるのである。
　副葬された履物が常用品であったならば、履物本来
の機能を勘案すると、前代までと同様に足元に置かれ
て然るべきである。ところが、履物を伴う 10 基の墓

図 3　南区出土履物のサイズの散布図
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のうち、5 基で頭部の下から出土している。肩口に置
かれた 3 基も頭部に近い位置と捉えたならば、10 基
のうち実に 8 基で頭部周辺に履物が置かれていたこと
になる。このことから儀礼的な歩行用具としての履物
としてではなく、何らかの意図や願いが込められて副
葬されたことが想定される。加えて、被葬者の足のサ
イズと合わない 2 例があることも、副葬された履物は
歩行用具以外の意味を帯びていたことを示唆している。

4．サンダルの象徴性
4-1．「サンダルの下に」
　副葬品としての履物は家具や化粧用具などと同じよ
うに、死後の世界でも現世と変わらぬ生活を送るため
の常用品の一つとして墓に納められた例が多い。サン
ダルやブーツなど履物本来の機能は、歩行時に着用す
ることで怪我や汚れから足を保護するためのものであ
る。こうした本来の機能を反映し、履物は足元側に副
葬されたと言える。しかし、履物にはいくつかの象徴
性が備わっていることから、副葬されたすべての履物
が現世あるいは来世での歩行用具ではなかった。
　プトレマイオス朝期やローマ期エジプトの木棺の足
元（幅面）やカルトナージュのフット・ケースには、
サソリや後ろ手に縛られた捕虜の意匠を持つサンダル
を描いたものがある（図 4-1）。これらは危険をもた
らす存在から身を護ることを祈願した、言わば魔除け
として描かれたものである。あるいは、受動的に身を
護るだけではなく、より能動的にさまざまな脅威を排
除し、自らの支配下に置くことを願ったものでもあっ
た。このような観念は「（王の、神の）サンダルの下
に（ẖr ṯbw）」という慣用句に表れている。「コフィ
ン・テキスト」や「死者の書」などで使われる際に
は、「オシリス神の足の下」を意味することが多く、
オシリス神が仇敵であるセト神に打ち勝つことで、再
生復活への道が拓かれることが暗示されている

（Faulkner 1973; Allen 1974）。また、敵に打ち勝つ
ことは混沌に対する秩序の勝利、つまり「マアト」の
維持を象徴するものという解釈もある（Taylor 2001: 

108）。
　敵をサンダルで踏み付けることは、特に王権による
敵の平定や土地の支配を象徴していた。この観念は王
朝時代の開始期にはすでに確立されていたと推測され
る。第 1 王朝のナルメル王（Narmer）の奉献用化粧
パレットの両面には、棍棒で敵を打ち据えたり、都市
に凱旋した裸足のナルメル王の姿が描かれており、王
のすぐ背後に控える従者がサンダルを手にしている。
また、奉献用の大型の棍棒頭でも同様に、後ろ手に縛
られた捕虜たちを前にして玉座に座るナルメル王の背
後にサンダルを持った従者が控えている（Quibell 
1900; Millet 1990; Fairservis Jr. 1991）。サンダルは
王の持ち物ではなく、従者自身の名前を表していると
する異見もあるが（Fairservis Jr. 1991）、サンダルを
手にした従者が王のすぐ背後に立ち、他の人物よりも
やや大きく描かれていることは、「王のサンダル持ち」
の役職が高位であり、サンダルが強い象徴性を持って
いることを示唆している。第 2 王朝のカーセケムウイ
王（Khasekhemwy）の戦勝記念碑には、「外国の土
地に対して効果的なサンダル」という王の形容辞が記
されているとのことなので（Wilkinson 2005: 209）、
サンダルは王の持ち物であり、王権による土地の平定
と支配の象徴であったと考えられる。
　ただし、サンダルそのものがこれらを直接的に象徴
するのではなく、別の意匠を介することによって可視
化されていた。それが、王の倚像の足の下やサンダル
のインソールなどに描かれた、後ろ手に縛られた捕虜
や、外国の敵を意味する 9 本の弓を並べた「九弓」で
あ る（Wilkinson 1992: 184-185; Ritner 1993: 113-
136; Pinch 1994: 85）。ルクソール西岸のマルカタ南
遺跡「魚の丘」（Malkata South, Kom el-Samak）
の ア メ ン ホ テ プ 3 世（Amenhotep III） 葬 祭 殿 で
は、捕虜と 2 本 1 組の弓が交互に描かれた階段が検出
されており（Watanabe and Seki 1986）、トゥトア
ンクアモン王の混交素材製サンダルのインソールにも
捕 虜 と「 九 弓 」 が 装 飾 さ れ て い る（Veldmeijer 
2010a: 87-95）。これらを王が象徴的に、あるいは実
際に踏み付けることで、王権による平定や支配を体現

図 4　履物の象徴性
1．「サンダルの下に」（カルトナージュのフット・ケース）　2．「白いサンダル」（木製模造サンダル）　3．履物を「枕」
にしたミイラ（2007-2 号墓）

1 2 3



33

履物の副葬とその象徴性─エジプト・アコリス遺跡南区の庶民墓の事例から─

していたのである。しかし、王墓以外でもサンダルの
副葬は一般的であったため、副葬されたサンダルのす
べてが王権による敵の平定や土地の支配を象徴してい
たのではない。敵や危険物を踏み付けて打ち倒すこと
は、障害や困難を排除することであり、それによって
安全や平穏がもたらされると解釈しても良いだろう。
つまり、履物は魔除け・厄除けの機能を持っていたと
言える。

4-2．「白いサンダル」
　履物が示すもう一つの象徴性は、文字史料にたびた
び登場する「白いサンダル（ḥḏty/šsp ḥḏty）」である。
現代においても、それぞれの色彩は特定のイメージや
象徴性と結びついているように、古代エジプトにおけ
る「白色（ḥḏ）」は儀礼的な清浄性や純粋性、神聖性
を表していた（Wilkinson 1994: 109）。履物を着用し
て汚れから足を保護することは、足を清潔に保つこと
であり、それに「白色」の象徴性が相まって、「白い
サンダル」は清浄や無垢を意味していた（Schwarz 
2000: 230-231; Hagen 2010: 198; Maitland 2018: 51）。
　第 1 中間期末の第 10 王朝に編まれた『メリカラー
王への教訓』には、王としての正しい振る舞いが訓え
られている。神を崇敬するように説かれた一節のなか
に「（前略）神官の月々の勤めをすべきだ。白いサン
ダルを履き、神殿を訪れ、神秘を明らかにし、至聖所
にはいり、神殿にてパンを食べるべし」という一文が
ある（屋形・杉訳 1978: 522）。これは神殿での祭祀に
臨む神官（王）が「白いサンダル」を着用すること
で、自身の清浄性を示していたことが窺える。また、
ヘロドトスの『歴史』にも、エジプトの神官が清潔を
重んじており、亜麻布製の衣服と植物製（パピルス
製）のサンダルしか身に着けてはいけなかったことが
記されている（ヘロドトス、松平訳 1971: 185［II 
37］）。「ハリス・パピルス」には、第 20 王朝のラメセ
ス 3 世（Rameses III）が 15,110 足もの植物製サンダ
ルと、3,720 足の皮革製サンダルを神殿に寄進したこ
とが記録されており（Breasted 2001 (1906): vol. 4, 
§ 241）、神殿におけるサンダルの消費量が膨大で
あったことが分かる。おそらく、神官は着用するサン
ダルを毎日新調することで、神々の世話をする自らの
清浄性を示していたと推測される。
　また、「白いサンダル」は神官だけでなく、死者も
身に着けていた。「死者の書」第 125 章の「否定告白」
の場面では、死者は生前に悪行を犯していないことを
42 柱の神々の前で告白し、来世に向かう資格を有し
ているかどうかの審判を受ける。その際、死者は清潔
な衣服と白いサンダルを身に着け、アイメイクを施
し、香油を塗って、告白に臨む必要があった（Allen 
1960: 201; Calvert 2011: 185）。つまり、死者は「白

いサンダル」を着装することによって、自身が清廉潔
白であることを証明していたのである。中王国時代に
流行した、白く塗色された木製模造サンダルや（図
4-2）、オブジェクト・フリーズに描かれた白色のサン
ダルは、こうした死者が身に着ける「白いサンダル」
を具現化したものと推測される。また、壁画に描かれ
るサンダルも白色に塗布されており、美術規範として
定められていたことが窺われる。サンダルに対して白
色が選択された理由は「白いサンダル」の観念から導
かれたのだろう。
　「白いサンダル」は自身が清らかであることを証明
し、清浄な神域や聖域を穢すことを防ぐために着装し
たものと考えられるが、一方で、現代でも宗教施設や
清潔な場所に入る際に靴を脱いで裸足になる習慣が世
界各地に見られる。この場合、履物は日常や俗世にお
ける使用で物理的に汚れているため、聖域では脱ぐ必
要がある。これらの違いは、人間と大地のどちらを不
浄とみなすかという視点の違いに起因すると言えよ
う。つまり、人間を不浄とみなしたならば、履物に
よって清浄な大地が護られ、反対に大地が不衛生で
あったり、サソリや石などの危険があれば、履物に
よって自身が護られるのである。いずれにせよ、履物
が「護る」という機能を持っていることに変わりはな
い。そのため、「白いサンダル」は清浄性を示すだけ
でなく、魔除けや厄除けとして「護る」機能も備えて
いたとされる（Schwarz 2000: 231-232）。

5．アコリス遺跡南区の副葬された履物
5-1　履物に込めた願い
　王朝時代を通じてさまざまな素材の履物が製作され
たが、そのすべての素材の履物が副葬品として確認さ
れている。副葬された履物の意味や象徴性を検討する
際、金などの特別な素材である場合を除き、素材の違
いに特別な意味を見出すことは難しい。皮革製品や皮
革業は、屠体、腐敗、悪臭などの負のイメージを持た
れることが多く、忌避される存在であったと認識され
がちである。そのため、獣毛や皮革製品は不浄なもの
であったとする見解もあるが（Pinch 1994: 77）、古
代エジプトにおいて、皮革製品や皮革業が蔑視されて
いたという明証はない。もし、皮革製品が不浄なもの
として扱われていたのであれば、王族やエリート層の
墓に皮革製の履物が副葬されることはなかっただろ
う。したがって、副葬品としての履物は素材の別に意
味を見出すのではなく、履物自身に意義があったと解
釈する方が良い。また、履物の形状はサンダルとブー
ツに大別されるが、特殊な形状の OP クツなども副
葬されており、形状と象徴性の間にも関連性は見出せ
ない。
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　さらに色彩についても同じことが言える。新王国時
代以降になると、茶褐色の植物タンニン鞣し皮革、赤
色と緑色の彩色皮革、クリーム色あるいは黄白色の植
物、光り輝く金や銀、多色のガラス製ビーズなど、さ
まざまな色彩をした素材で履物が製作され、それらが
副葬された。ところが、第 1 中間期から中王国時代に
流行した白色に塗布された木製サンダルや、あるいは
ミョウバンや植物油脂を鞣し剤として白色（明色）に
仕上げた皮革を使った履物など、白色をした履物の副
葬例は知られていない。「白いサンダル」の語は新王
国時代以降も文字史料に頻繁に登場しており、その概
念自身が失われたわけではない。そのため、観念的な

「白いサンダル」を具現化したものとして履物を副葬
する際に、その色彩を物理的に白色としなくなったこ
とが推察される。つまり、副葬された履物が白色のサ
ンダルでなくても、「白いサンダル」の象徴性を備え
ていた可能性がある。
　古代エジプトにおける副葬された履物の機能と象徴
性をまとめると、第一に、現世での私物や愛蔵品であ
り、来世やその途上での歩行時に着装する常用品で
あった。次に、「サンダルの下に」の慣用句から導か
れる安全や平穏、あるいは、「白いサンダル」の語が
表す清浄性や無垢を象徴するものでもあった。そし
て、新王国時代になると、新しい形状の履物である
ブーツが登場し、赤色や緑色の彩色皮革を使った履物
が増加する。履物の種類が増えたことに伴って、副葬
される履物は素材、形状、色彩といった各要素に紐づ
く象徴性よりも、履物であること自身に意義が見出さ
れるようになったことが推測される。すなわち、履物
元来の「護る」機能が重視され、魔除けや厄除けの護
符としての役割の比重が大きくなったと言えるだろう。
　アコリス遺跡南区の庶民墓では、履物が唯一の副葬
品である例も少なくないため、単なる常用品であった
とは言い難い。むしろ、来世に旅立つ被葬者が清浄無
垢であることを証明し、その道中における厄災を打ち
払うことを願った護符として解釈するのが妥当であろ
う。この場合には足元に副葬する必要はない。それで
は、履物の出土位置が頭部周辺に集中することはどの
ような意味を持っていたのだろうか。

5-2　「枕」としての履物
　家屋模型や小像の意匠から、古代エジプト人は日常
的に枕を用いていたと考えられるが、枕の出土例のほ
とんどが墓の副葬品である。枕の副葬はサンダルと同
様に王朝時代を通じて見られ、鏡や家具などとともに
死後の世界に持参する一般的な常用品の一つであっ
た。その素材はさまざまであり、木製を中心として、
石製や土器製、あるいはガラス製や象牙製などの枕が
知られている（LÄ, Kopfstütze: 686-690）。古代エ

ジプトの一般的な枕の形状は、台座から立ち上がった
軸の上に、両端が上向きに湾曲した扁平な部位を持つ
高枕（ヘッドレスト）がほとんどである。これは

「枕」を表すヒエログリフサイン（wrs; Gardiner 
Q4）にもなっている28）。高さの平均は 15 cm ほどと
され（Summers 2016: 231）、側臥位で頭を載せて使
用していたことが古代エジプトの小像や、現代アフリ
カの民族例などから知られる。また、台座と軸がな
く、ブロック状の石の中央部が窪んでいる低い枕も少
数だが知られており、こちらは「山」あるいは「地
平」を表すサイン（ḏw; Gardiner N26／N27）と似
ている。
　副葬された高枕には安眠を願う呪文が刻まれていた
り、家庭を守護し、ヘビやサソリなどの邪悪なものを
遠ざけるベス神などの姿が表されており、悪夢除けや
魔除けの役割を果たしていた。また、枕の軸は腕の形
をしたものや、大気の神シュウの姿で表されたものが
あり、その腕やシュウ神が頭を高く持ち上げて、支え
ているように見える意匠となっている。枕はヒエログ
リフサインの「山」や「地平」を表すサインと似てい
るため、枕に載せた頭は昇ってくる太陽と同一視され
た。そして、古代エジプト語の「枕（wrs）」と「起
きる（rs）」の音価に共通性が見られるように、高枕
を使うことは死者が起きること、つまり再生復活の来
世 観 と 結 び つ い て い た（Wilkinson 1992; Pinch 
1994; Hellinckx 2001; Perraud 2002; Szpakowska 
2003, 2011; Summers 2016 など）29）。
　「死者の書」第 166 章は「枕の章」と呼ばれてお
り、そこには、死者が頭を上げて起き上がることや、
神々が敵を打ち倒したために、頭が持ち去られる危険
が去ったことが記されている（Budge 1898: 296-297; 
Allen 1974: 162）。再生復活に際して、死者の頭部を
護ることは非常に重要であり、その役目を果たす枕の
副葬も重視されていたと考えられる。枕が果たす「魔
除け」や「護る」、「敵を打ち倒す」といった役割は、
履物が持つ象徴性や機能と重ね合わせることができ
る。したがって、アコリス遺跡南区で検出されたミイ
ラの頭部の下に置かれた履物は枕の代用品であったと
考えられる（図 4-3）。頭部周辺に置かれた履物も、
歩行用具としてではなく、頭を護るための護符の役割
を果たすことを意図していたのである。
　末期王朝時代第 26 王朝からプトレマイオス朝期に
かけて、ギリシア語で「頭の下」を意味する「ヒュポ
ケファルス（hypocephalus）」と呼ばれる円盤状の
護符が、枕の代わりにミイラの頭の下に置かれること
があった（Pinch 1994; Shaw and Nicholson 2008; 
Mekis 2013）30）。直径 15 cm ほどを測るヒュポケファ
ルスの円盤の周囲には、「死者の書」の第 162 章の呪
文が記され、中央に挿絵が描かれている。第 162 章は
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「死者の頭の下に熱を与える」ための呪文であり、そ
の熱が死者の再生復活をもたらすと考えられていた。
挿絵の多くは 3〜5 段に分けられ、中央で図像の天地
が逆転している。この上下段は太陽神の運行に伴う昼
夜を表しており、再生復活を象徴した内容と解釈され
て い る（Rhodes 1977; Miatello 2008）。 ヒ ュ ポ ケ
ファルスは短期間の流行であったが、第 3 中間期に続
く時代にも、枕に代わる護符で頭部を儀礼的に保護
し、死者の再生復活を強く願う伝統が続いていたこと
を考慮すると、第 3 中間期のアコリス遺跡南区の墓に
副葬された履物が同様の機能を持っていたとしても不
思議ではない。

6．結語
　古代エジプトで副葬された履物は、来世での歩行用
具としての常用品であった。加えて、「サンダルの下
に」踏み付けた外敵などの障害を取り除くことで、平
穏や安全をもたらす護符としての機能を持ち、「白い
サンダル」を具現して、審判に臨む死者の魂の清廉潔
白を証明するものでもあった。アコリス遺跡南区の墓
から出土した履物は、こうした王朝時代の伝統的な象
徴性や機能に加えて、死者の頭部を保護する枕の機能
を併せ持ち、無事に再生復活する願いを込めて副葬す
るものであったと考えられる31）。つまり、アコリス遺
跡南区に暮らした庶民層もまた、一般的なイメージで
語られる「古代エジプト人」と同様の伝統的な死生
観・来世観を抱いていたと言える。しかし、これは彼
らの死生観・来世観の一側面に過ぎない。アコリス遺
跡南区に暮らした庶民層は文字を解せず、国家的な
神々の体系に疎く、現世利益を求める民間信仰的な慣
習も持ち合わせていた。また、埋葬形態を見ても、さ
まざまな植物を「棺」として利用し、枕の代用品とし
て履物を用いるなど、伝統の枠に収まらない独自の面
も併せ持っていたのである32）。

註
 1 ） アコリス遺跡の南区の調査については、調査概報の PR 

AKORIS（Kawanishi et al. eds. 2003〜 Preliminary 
Report Akoris 2002〜）を参照のこと（http://akoris.
jp/archive.html からダウンロードが可能）。数字は調査年
度を表す。ただし、本稿に関連する内容を個別に取り上げ
る際には、それぞれの執筆者の氏名を記す。末期王朝時代
やグレコ・ローマン時代を含むアコリス遺跡の都市や集落
の形成などについては、川西 1999、2015、周藤 2014 など
を参照のこと。また、他遺跡の事例では、1 基の墓に複数
の被葬者が埋葬されている例も多い。そこで以下では、数
え方の単位として、墓は「基」、埋葬は「件」とする。

 2 ） 南区から南へ延びる岩丘西面に、ラメセス 3 世がアメン・
ラー神と並んでソベク神に相対する磨崖碑が残っている。
また、岩山に造られたシャフト墓からは大量のワニのミイ
ラが見つかっている。

 3 ） アコリス遺跡南区の出土遺物のなかで、このほかに民間信
仰、あるいは庶民層に特有の護符の要素を持つものとし
て、人毛の短い三つ編みの束や、黒色研磨された土製「ゲー
ム駒」などが挙げられる。

 4 ） 南区の墓域における被葬者の年齢と性別は辻村純代氏の知
見によるものであり、原則として、調査概報に記された内
容に従っている。棺の種類、被葬者の頭位方向、副葬品の
種類などについては、花坂 2020 に詳述している。ただ
し、副葬品の有無については、亜麻布の内側に巻き込まれ
た未見のものなど、未確認の例があると思われる。実際、
2020 年 1 月に 2015-6 号墓の被葬者の首にネックレスが巻
かれていることが新たに判明した。被葬者は箱式木棺に納
められた、頭部を北に向けた性別不明の幼児である。ま
た、2019〜2020 年の発掘調査で、円形倉庫から 3 体分の人
骨が見つかった。このうち 10 代前半の女性の頭蓋骨の脇
から、亜麻布の付着したブーツが 1 点出土した。これは頭
部付近に副葬されていたブーツが一緒に遺棄された可能性
がある。その他の副葬品らしき遺物は見つかっていない。

 5 ） 一般的に日本語では「アシ」、英語では「reed」と呼ばれ
る植物と考えられる。古代エジプトでは、Phragmites 
australis、Arundo donax、Saccharum spontaneum
などいくつかの種類が知られており、いずれも英語では

「reed」と総称されている。
 6 ） ここでは、サンダルを「足甲と踵、またはそのどちらかを

ストラップで留める履物」、ブーツ（クツ）を「足の大部
分をアッパーが覆う履物」と定義する。しかし、足甲が開
口したアッパーを持つ「OP クツ」や、前緒と横緒を有し
た中間形態のクツもあるため、履物の種別をサンダルとク
ツの 2 種に単純に分けることは難しい。

 7 ） ブーツの初現はサンダルよりもずっと遅く、最古の例とし
て、中王国時代第 12 王朝のベニ・ハサン（Beni Hasan）
遺跡の墓にブーツを履いた「アジア人（Aamu）」が描か
れている。初期の出土例は新王国時代第 18 王朝後半の皮
革製のブーツが何例か挙げられる。しかし、出土数が増加
する時期や、当時の最先端技術や流行が集約していたと考
えられる、テル・エル＝アマルナ遺跡やトゥトアンクアモ
ン王墓（KV62）などからの出土例がないことを勘案する
と、ブーツの製作と使用が定着するのは第 19 王朝以降の
ことと考えられる。

 8 ） OP クツは「open shoes」の略であり、足甲の部分はアッ
パーが覆っておらず、ソールから立ち上がった低いアッ
パーが足の側面だけを囲むボートのような形状をしている

（Veldmeijer 2009a）。前緒と横緒を有していることから、
サンダルとよぶべき履物かもしれないが、ここでは便宜的
に「OP クツ」とする。植物製 OP クツの類例は比較的多
く知られており、ソールやアッパーの編み方で細分も可能
であるが、皮革製 OP クツの例は 2 例しか知られていない

（Veldmeijer 2009b, 2009c）。
 9 ） 古代エジプトの皮革製品と履物の研究は、A. J. ベルド 

メイヤー（Veldmeijer）が主宰する Ancient Egyptian 
Leatherwork and Footwear Project によって推進されて
お り（http://www.leatherandshoes.nl/）（2019 年 12 月
確認）、最近、考古資料を総括する書物が出版された

（Veldmeijer 2019）。「ステッチダウン製法」はアッパーの
端部を外側に折り曲げてソールとの縫い代とし、ソールと
縫合する製法である。

10） ジェベレイン遺跡出土とされる詳細不明のサンダル
（Museo Egizio, Turin: S.294.01/02, S279.01/02）は、ソー
ルから複数の長いストラップを切り出し、ストラップの先
端に開けた孔に別のストラップを通してひと続きのものと
し、爪先、足甲、足首、踵を留める「ストラップ・ワー
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ク」のサンダルである。こうしたサンダルを表したと思わ
れる象牙製品は、アビドス遺跡 Cemetery U（ウンム・エ
ル＝カアブ Umm el-Qa’ab）の 190 号墓からも出土して
いる。ソールの外縁に切れ込みを入れる点で、王朝時代の

「耳付きサンダル」と共通しているとも言えるが、むし
ろ、 同 じ 前 4 千 年 紀 の イ ス ラ エ ル、 ウ ォ リ ア ー 洞 窟

（Cave of the Warrior） 出 土 の サ ン ダ ル に 似 て い る
（Israel Museum K23993/K23994）。

11） サッカラ遺跡 3504 号墓出土のサンダルのうち 1 組は、ロ
ンドン大学ピートリ博物館に所蔵されている（UC30463）。
サンダルと同じ室から象牙製のゲーム駒や木製家具の装飾
部が出土しており、矢筒と思われる皮革製品や植物製マッ
ト片なども出土している（Emery 1954）。

12） 中王国時代の埋葬関係の参考文献収集に際して山崎世理愛
氏にご助力頂いた。ここに記して感謝の意を表します。

13） 93 点が出土したとも言われているが、そのなかには履物以
外の皮革製品が含まれている可能性がある（Veldmeijer 
2010a: 19-41）。

14） メトロポリタン美術館所蔵（MET36.3.159a, b）。なお、ア
メンホテプ墓との関係性は不明であるが、周辺の堆積層か
ら長さ 12.5〜13.5 cm の植物製サンダル（36.3.234 a, b）
と、長さ 13.5 cm の白色の皮革製サンダル（36.3.235 a, b）
も見つかっている。

15） アニ墓出土の副葬品に関しては大英博物館の HP を参照。
　　 （https://www.britishmuseum.org/research/collection_ 

online/collection_object_details.aspx?searchText= 
Ani%20tomb&ILINK|34484,|assetId=544679001& 
objectId=119601&partId=1）（2019 年 12 月閲覧）。

16） トゥトアンクアモン王の金製サンダル（Cairo JE60678, 
60679）、プスセンネス1 世の金製サンダル（Cairo JE85842）、
シェションク 2 世の金製サンダル（Cairo JE72166）はカ
イロ博物館、トゥトモセ 3 世の妻の金製サンダル（MET 
26.8.146-148）はメトロポリタン美術館所蔵。

17） 4 つの遺跡（地域）は、サッカラ、マトマール、デイル・エ
ル＝バハリ（Deir el-Bahri）、ラメセウム地区（Ramesseum 
Area）である（Aston 2009）。

18） 「ハルファ」と通称される植物はほかにもいくつかの種類
が知られている（Borojevic and Mountain 2013; Ibrahim 
et al. 2016）。

19） アコリス遺跡の皮革工房址と南区で出土した履物の詳細に
ついては、花坂 2019 に詳述している。

20） 4 歳以上の子供の足長に関する統計は日本皮革産業連合会
が行っているが、3 歳以下の乳幼児の統計は取っていな
い。乳幼児の足長を 12〜15 cm としたのは、幼児靴の設計
のための論考やインターネットのページを参照した。な
お、アコリス遺跡南区で出土した最小の履物は、長さ
9.05 cm、ソール幅 3.85 cm の小さなブーツである（PR 
Akoris 2018）。

21） 南区の墓の多くが土坑を掘っただけの簡素な構造であり、
木棺なども朽ちて遺存していない例も多いため、盗掘を受
けているか否かの判断は難しい。しかし、土坑および周辺
の埋土の堆積状況から、南区で検出されたほとんどの墓は
未盗掘であったと考えられる。

22） Ancient Egyptian Footwear Project の分類では「Sewn-
Edge Plaited Sandals」と呼ばれる種類にあたる（Veldmeijer 
2010b, 2019）。

23） 2019 年に国士舘大学イラク古代文化研究所で開催された
「オリエント研究の最前線」および「古代エジプト　アコ
リス出土のミイラ展」の 2 つの企画展に合わせて、江添誠
氏（国士舘大学イラク古代文化研究所）の主導のもと、杉
本真樹氏（帝京大学、HoloEyes）、高野英行氏（千葉県が

んセンター）、山本正二氏（Ai 情報センター）の協力を得
て、この女性ミイラの CT 画像の解析が再び行われた。そ
れによって、X 線写真よりも鮮明に、左手首に巻かれたス
カラベの存在が明らかとなった。また、脳、心臓、肝臓、
肺が残っているだけでなく、眼窩に眼球以外の何らかの物
質が残っているという指摘もあった。ガラスや石といった
硬質の物質ではないとのことなので、芳香を高める、ある
いは悪臭を沈める目的のためにタマネギなどが置かれてい
た可能性がある。展示や解析に関して、上記の諸氏にご尽
力頂いた。ここに記して深く感謝の意を表します。

24） 通常の赤色彩色の方法は、まず、植物油脂あるいはミョウ
バン鞣し法によって白色・明色の皮革を得る。続いて、
レッドオーカーなどの酸化鉄系の顔料を表面（銀面側）だ
けに塗布して着色するか、またはミョウバンを媒染剤とす
るアカネを使って染色する。しかし、この赤色皮革製ブー
ツは植物タンニンで鞣した褐色の皮革に彩色しているた
め、赤色の発色が良くない。

25） 土坑の足側の埋土だけが攪乱しており、人形木棺の蓋も足
元側だけが壊れている。さらにミイラの頭が外れ、亜麻布
も解かれており、外れた右手を亜麻布で丁寧に包み直して
あった。つまり、非常に不思議な話ではあるが、古代に盗
掘が試みられ、盗掘者は蓋を外し、一端ミイラを取り出し
た。そして、ミイラを棺内に戻し、壊した蓋の部分に日乾
レンガと石を置いて封をした可能性がある。

26） カイロの農業博物館に展示されている類例品（no. 648）に
は、無彩色の円形部分を挟む把手が付属する。ただし、現
状の把手は固定されておらず、「団扇」として使用できる
か疑問である。また、カイロ博物館に植物編み籠とともに
展示されている類例品は（JE25990, JE25991）は、G. マス
ペロ（Maspero）によってアクミム（Akhmim）で発見さ
れたものとされるが、出土位置などの詳細は不明である。
アコリス出土の製品と製作技法は類似しているものの、配
色が異なり、より装飾的な文様が施されている。もっとも
類似しているのが、ロンドン大学・ピートリ博物館所蔵の
製品である（UC59059）。1 本 1 本の植物帯がアコリスの
製品よりも細く、段数が多いが、中央部が黒／緑（青）色
と赤色で装飾されており、端部も黒／緑に彩色した植物帯
が巻き付けられている点で共通している。ピートリ博物館
のホームページには「編み籠の蓋」と紹介されているが、
出土遺跡や時代などの情報はない。他にモスクワのプーキ
シン美術館にも類例品が所蔵されている（IG3303）。これ
らの円盤型の植物製品を「ヒュポケファルスの類似品（擬
似品）」として言及した論文もあるが（Mekis 2013: 23-
26）、アコリス遺跡では、頭部の下ではなく胸の上から出
土していることから、ヒュポケファルスの前段階の製品と
は考えにくい。

27） ほとんどが左右の両方がセットになった 1 足（1 組）で出
土しているが、左右どちらか片方しか出土していない例も
ある。そこで、左右 1 足の場合でも 1 点と数える。

28） ローマ字と数字は、A. ガーディナー（Gardiner）による
ヒエログリフサインのリスト番号を示す。

29） 高枕は遅くとも第 3 王朝には使われていたが、「地平から
昇る太陽」（Gardiner N27）のヒエログリフサインは第 5
王朝になってから使われるようになったため、頭を太陽に
見立てて、再生復活と結び付ける象徴性は高枕の登場当初
からあったものではないと考えられている（Hellinckx 
2001: 77）。

30） ヒュポケファルスは 150 点ほどが知られており、多くは亜
麻布に漆喰を塗った薄手のものである。パピルスや青銅製
の製品もいくつか知られている。

31） 古代エジプト語で「生命」を表すアンク（ankh）のサイ
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ン（Gardiner S34; 輪に十字）はその原形・由来が分かっ
ておらず、「紐の結び目」や「鏡」など様々な解釈が提示
されている。そのなかで、A. ガーディナーはサンダルの
ストラップに由来する可能性を指摘している（Gardiner 
1915）。彼がまとめたヒエログリフのサインリストでもア
ンクとサンダルを並べている。そのためか、この解釈は広
く知られるところとなり、現在も多くの書物で紹介されて
いる。この解釈を受け入れるのであれば、再生復活の願い
を込めて副葬されたアコリス遺跡南区出土の履物と、「生
命」を表すアンクとの関連性が想起される。しかし、ガー
ディナー自身は「生命（アンク）」と「サンダルストラッ
プ」の間に明確な関係性は見いだせず、アンクの原形・由
来を確かめることはできないと述べている（Gordon and 
Schwabe 2004: 102-103）。また、第 1 王朝にはすでにア
ンクを象った製品が知られているのに対し、その時代のサ
ンダルは輪となる踵ストラップを持たない。ヒエログリフ
サインの「サンダル」（Gardiner S33）にも踵ストラップ
が描かれておらず、皮革以外の素材の履物にも踵ストラッ
プは付属しない。したがって、アンクがサンダルストラッ
プに由来するとの解釈は受け入れ難く、本稿では履物の象
徴性を検討する際の対象から除外した。

32） テル・エル＝アマルナ遺跡の墓域の調査から、頭位方向な
どは家族などの社会集団によって継承されていた「小さな
伝統（mini-traditions）」に基づく可能性が指摘されてい
る（Kemp 2007; 和田 2008）。ただし、アコリス遺跡南区
の墓では、近接する墓同士でも頭位方向や副葬品などに共
通性はない。
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